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川
辺
工
業
団
地

安
全
祈
願
祭

の
来
賓
か
也
腐
L
t

神
串
が
行
わ
れ
工

野
の
安
食
を
祈
願
し
ま
し
た
︒

川
辺
壷
団
地
進
出
企
業
名

◎
部
品
型
旭
(
l
l

社
)

九
州
柳
向
暑
'

山
田
製
作
所

◎
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
(

倉
庫
隼
(

八
社
)

大
同
工
業
︑
日
東
タ
イ
ヤ
も
日
本
相

機
へ
平
井
鋼
材
︑
ウ
メ
ト
ク
も
カ
ネ
ヒ

ロ
'

泉
化
成
産
業
も
内
山
玄
治
商
店

教
地
の
造
成
宿
三
ケ
月
)

︑
そ
の

昔
兼
備
な
ど
が
で
き
次
第
も
工
場

建
設
を
行
い
へ
東
毎
一
月
よ
壷
を

開
始
す
る
見
通
し
で
す
︒

来
年
7
月
操
業
開
始
予
定

去
る
七
月
二
十
六
日
午
前
九
時
よ
り

川
辺
工
蓋
団
地
署
貝
開
運
企
象
)

の

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

祈
願
祭
に
は
︑
進
出
企
業
の
代
表
者
も

県
商
工
労
働
部
区
長
'

西
本
県
議
︑
旭

志
村
長
も
旭
志
村
議
会
夢
見
'

他
多
数

昭
和
E
l

十
九
毎
度
健
康
家
庭
の
表
彰

式
が
'

七
月
十
七
日
午
後
一
時
上
身
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
︒

今
回
の
受
彰
者
は
'

四
毎
間
健
康
を

家
庭
を
維
持
さ
れ
た
平
部
落
の
上
野
二

き
ん
の
家
庭
を
韮
頭
に
他
十
六
の
家
庭

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
き
れ
ま
L

m
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

O
四
狂
連
続

9
T
)

上
野
二

〇
三
妊
連
続

安
武
辰
音
声
萩
)

野
沢
バ
ツ
エ

(
B
萩
)

〇
二
位
連
続

木
原
カ
`
ス
エ
簿
留
)
中
村
滑
就

安
堵
)

中
尾
ト
メ
ヲ
珂
下
)

三
年

要
せ
音
(

南
棟
ケ
水
)

武
藤
強
(

小
川
)

上
野
文
枝
宥
桜
ケ
水
)

金
子
国
光
再
桜
ケ
杏

畢
崎
ヰ
ヌ
甫
奴
ケ
水
)

滑
水
進
(

川
上
)

甘
木
八
千
代
富
柳
)

村
上
叫
推
(
"
­
I

仰
)

志
水
キ
ミ
子
平
)

但
脱
葡
遵
(
{

原
)

右
田
信
虎
(

川
上
)

秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動

期
間
九
月
二
十
二
日
か
ら
十
月
一
日
~

ま
で
の
十
日
間

重
点
日
額

L
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
申
故

防
止
︑
特
に
こ
ど
も
(

幼
児
及
び
小

学
校
児
窮
を
い
う
︒
)

分
老
人
を
孟

事
故
か
ら
守
る
こ
と
︒

2
0
運
転
者
等
を
保
護
す
る
た
め
の
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
'

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

を
推
喝

235
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矛
四
回
定
例
議
会

第
四
回
穐
志
村
議
会
定
例
会
が
去
る

六
月
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
︒

今
回
は
'

村
税
条
例
の
1
部
改
正
を

ど
改
正
柔
が
主
で
︑
十
議
案
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
'

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
︒

議
案
第
1
号

旭
志
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

こ
れ
は
へ
納
幽
限
'

延
滞
金
'

村
民

税
の
就
税
問
題
な
ど
で
あ
り
'

地
方
税

法
の
改
正
に
エ
少
へ
村
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
.

盛
業
第
二
号

旭
志
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
力
芝
の
改
正
に
伴
い
改
正
す
る

も
の
で
︑
均
等
剖
三
'

四
九
〇
円
を

四
︑
九
8
円
に
・
'

平
等
剖
五
八
八
〇

円
を
八
︑
二
五
〇
円
に
故
の
︑
税
率
を

所
得
剖
「
百
分
の
四
三
・
九
」
を
「
百

分
の
五
四
・
九
」
に
'

資
産
魁
百
分
の

二
・
五
八
を
r
.

百
分
の
四
二
二
八
」
に

改
正
す
る
こ
と
で
'

昨
隼
よ
り
h
傍
険

税
が
三
四
感
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
︒

議
案
第
三
号

旭
志
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

盤
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

こ
れ
は
現
在
の
助
産
撃
1
万
円
を
四

万
円
に
改
め
'

育
伯
空
丁
当
が
削
除
さ
れ

ま
す
(

七
月
1
日
上
且
車
用
)

議
案
弟
四
号

艶
等
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

法
律
(

昭
和
五
十
鋸
1
月
二
十
三
日

法
律
第
1
告
の
改
正
に
伴
い
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
︒

議
案
第
五
号

繰
越
明
許
鍵
の
報
告
に
つ
い
て

­
小
集
落
改
良
句
集
'

二
〇
'

七
二

千
円
︑
温
盈
開
発
野
菜
1
0
も
0
0
0

千
円
は
'

四
十
九
軽
に
串
轟
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
︑
繰
越
す
わ
け
で
す
O

t
般
財
源
は
'

一
〇
'

五
三
七
千
円

残
わ
は
㌭
寮
源
で
す
︒

議
案
第
六
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

こ
れ
は
小
善
艮
車
典
で
大
迫
地

区
の
住
宅
建
教
で
'

契
約
金
額
1
八
︑

O
O
O
f

円
で
伊
弘
唾
工
業
が
藩
札
し

ま
し
た
︒

第
七
号
鵡
案
か
ら
十
号
哉
案
は
︑
菊

池
市
外
五
ケ
町
村
組
合
.

蟹
鬼
没
組

合
'

広
攻
囲
等
の
組
合
の
艶
約
の
変
更

監
査
委
員
の
期
間
の
延
長
で
あ
り
︑
こ

れ
は
有
他
市
収
入
役
の
死
去
に
よ
り
改

正
す
る
も
の
で
す
︒

W
/
/
/
/
/
/
W
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
,

モ
W
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
i
t
'
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戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
の
支
給
法
改
正
に
つ
い
て

/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
/
H
f
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/
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t
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M
t

M
M
m
f
f
w
m
f
f
t
t
f
f
t

M
t
m
M
t
t
/
/
f
*

r&3㎣!・>ォ/ン
236

い
ま
ま
で
戦
没
者
等
の
達
族
に
対
す

る
特
別
弔
慰
金
三
万
円
は
'

大
東
亜
戦

争
以
降
の
賢
者
の
遺
族
に
支
給
き
れ

て
い
ま
し
た
が
︑
今
回
'

終
戦
三
十
局

毎
に
当
た
・
s
h
t

国
と
し
て
も
戦
没
者
等

の
遺
族
に
対
し
弔
慰
の
藩
を
表
わ
す
た

め
菅
改
正
し
'
(

五
十
鑑
法
律
第

喜
田
事
変
間
ま
で
範
田
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
公
務
扶
助
料
等
の
失
権

日
が
五
十
毎
吾
月
三
十
一
日
ま
で
延
長

に
な
カ
ま
し
た
の
で
'

五
十
年
四
月
丁

目
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
の
受
准
看
が

い
な
い
場
合
'

そ
の
遺
族
に
特
別
弔
慰

金
二
十
万
円
竿
年
毎
聾
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
を
少
ま
し
た
︒

0
諦
文
革
債

L
特
別
弔
慰
金
三
万
円
を
受
給
者
が

請
求
す
る
場
合
­
請
求
者
の
五
十
鉦

四
月
1
日
現
在
の
戸
籍
抄
本
︒
(

三

万
円
受
給
者
掛
外
の
者
が
請
求
の
場

合
は
三
万
円
受
冶
者
の
死
亡
抄
本
等

添
付
)

2
4
期
間
延
長
及
び
三
万
円
時
効
未
請

求
の
聾
ロ
ー
戦
没
者
の
除
籍
滑
本
︑

公
務
扶
助
科
等
受
給
者
の
失
権
が
わ

か
る
も
の
及
び
諦
来
者
の
戸
顛
抄
本
︒

3
`
日
華
事
変
間
の
場
合
-
公
務
死
亡

の
確
認
の
茸
か
あ
る
た
め
戸
籍
に
戦

死
'

職
傷
病
死
と
記
載
さ
れ
て
お
ら

ず
単
に
死
亡
と
記
載
.

の
者
は
'

公
務

死
亡
が
確
琵
で
き
る
番
輝
の
添
付
が

必
要
で
す
︒
(

戸
籍
関
係
は
2
.

に
同
じ
)

o
最
の
順
位
は
従
前
の
と
お
少
で
す
︒

o
請
来
憲
は
役
場
民
生
妹
に
あ
少
ま

す
の
で
︑
該
当
者
は
'

講
来
さ
れ
て

下
さ
い
︒

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼

新
交
通
指
導
員
に

辞
令
交
付

去
る
七
月
八
日
に
新
交
通
摘
ま
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
︒

今
ま
で
は
'

各
部
落
よ
り
1
名
連
出

し
て
い
ま
し
た
が
'

本
毎
か
ら
は
'

各

校
区
別
に
­
名
連
出
し
て
︑
常
時
活
動

し
'

安
全
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
へ
次
の
方
々
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
︒

校
区
推
せ
ん

轟
川
地
慣
坂
本
克
己
爪
下
)

弁
利
地
区
水
上
正
義
貸
本
)

六
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
'

食
品

に
カ
ビ
が
学
見
た
少
し
て
食
品
撃
故
の

裏
し
や
す
い
時
期
で
す
の
で
食
品
の

取
扱
い
に
は
'

十
分
江
忌
し
て
下
さ
い
.

と
こ
ろ
で
今
般
の
県
条
例
の
改
正
に

伴
い
'

十
月
1
日
か
ら
左
記
食
品
を
販

売
す
る
際
は
'

許
可
が
必
要
と
寄
ま

す
︒

一
'

弁
当
敬
慕
巌
・
に
ぎ
り
め
し
・

転
I
K
E
I

二
へ
生
薬
子

三
へ
乳
製
品
頼
(

パ
タ
ー
・
チ
ー
ズ
・

マ
ー
ガ
リ
ン
等
)

四
'

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
頼

五
︑
食
肉
製
品
(

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・

ベ
ー
コ
ン
等
)

六
へ
魚
肉
替
り
製
品
(

魚
肉
ハ
ム
・
チ

ク
ワ
・
カ
マ
ポ
コ
等
)

七
'
_冷
凍
食
品

八
'

一
着

5
^
国

十
へ
め
ん
頼

十
一
へ　
そ
う
さ
い

(
つ
く
だ
萄
)

新
明
地
区
坂
義
輝

寵
地
区
上
野
康
博

安
全
協
会
推
せ
ん

P
・
J

輝
雄
(

高
柳
)

雲霞

そ

の

他

へ

食

品

製

造

薬

'

食

品

行

商

轟

可

が

必

要

と

を

・

q

ま

す

︒

詳

細

は

'

菊

衖

へ

衛

生

課

へ

食

品

衛

生

係

に

お

尋

ね

下

さ

い

︒
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全
国
一
斉
に
実
施

・;niiit­­>­­国民年金改
正

本
位
十
月
一
日
に
は
'

国
私
論
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
︒

国
勢
調
査
は
大
正
九
鉦
に
第
一
回
日

が
行
わ
れ
五
柾
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
よ

し
た
が
︑
本
年
は
十
二
回
目
に
を
・
n
ま

毛
昭
和
五
十
位
は
'

昭
和
半
性
能
転

換
の
毎
で
も
あ
少
'

日
本
の
人
口
を
浮

き
は
ヵ
に
す
る
点
で
非
常
に
大
き
を
役

割
を
擦
っ
て
い
ま
す
︒

間
奏
調
査
は
'

統
計
嵩
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
国
の
最
も
基
本
的
な
葬
訂
調

査
で
あ
少
'

国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ

て
の
人
を
も
れ
な
く
調
査
す
る
大
規
模

な
調
査
で
t
C
の
調
査
の
結
果
は
'

国

の
政
治
︑
行
政
の
轟
資
料
'

細
君
両

県
や
市
区
町
村
の
行
蛮
科
に
も
欠

・
J

と
の
で
き
な
い
督
料
と
.

な
カ
ま
す
︒

(
翌
結
果
の
利
用
)

霊
薬
の
利
用
範
囲
と
し
て
は
'

地
方
交
付
税
の
算
定
基
準
︑
都
道
府
県

議
会
及
び
市
町
村
議
会
議
貫
の
定
数
︑

市
の
登
要
件
'

過
疎
の
指
定
等
︑
社

会
福
祉
対
策
'

労
働
需
鈴
計
画
'

各
種

の
研
究
機
園
な
ど
'

広
く
利
用
さ
れ
ま

す
︒

ロ
の
地
域
分
布
の
開
墾
人
口
の
老
令

化
や
絃
家
族
化
に
伴
う
轟
の
社
会
も

福
祉
に
関
す
る
間
怯
︑
な
ど
考
え
る
に

当
っ
て
も
'

妻
を
較
料
と
な
り
ま
毛

(
朝
野
の
保
疎
)

調
査
は
'

銘
菓
碁
も
部
屋
数
も
畳

S
f
r
g
S
E
S
じ
:
a
囲
呈
嗣
s
^
a
度
皇
E
E

た
個
人
の
輸
密
を
他
に
も
ら
し
た
り
'

国
口
纂
金
は
︑
年
々
︑
内
容
が
改
啓

2
2
3
醜
腰
i
i
i
'
i

M
T
'
T
­
r
r
f
m
議
崇

の
国
会
で
改
正
法
葎
が
成
立
し
て
次
の

れ
ま
し
た
­
≡
­
.

糾

よ
う
に
充
実
し
た
内
容
と
な
カ
ま
し
た
︒

福
祉
年
金
は
'

本
毎
十
月
か
ら
衷
T

の
と
お
由
夫
幅
に
引
曇
葺

蔓
が
国
で
は
'

国
士
資
源

し
て
総
人
口
の
動
向
'

人
口
の

集
中
に
伴
う
過
密
過
疎
な
ど
人

袖
防
硯
の
資
料
等
に
使
用
す
る
こ
と
は
'

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
︒

L
J

と
え
ば
隻
な
ど
'

鮭
常
や
仕
常

民
の
私
的
な
こ
と
に
つ
い
て
も
諭
査
し

ま
す
が
'

調
査
に
擬
し
て
知
っ
た
こ
と

は
︑
か
り
そ
め
に
も
は
か
の
人
は
も
ら

し
た
り
'

窃
用
L
i
.
'
­
y
き
は
︑
調
査
員

又
は
こ
れ
ら
の
職
に
在
っ
た
者
は
'

一

年
以
下
の
懲
役
又
は
五
千
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
︒

又
も
こ
の
申
告
に
よ
り
へ
申
告
者
が

不
利
益
号
っ
け
奇
い
よ
う
'

租
商
の
保

護
が
統
計
法
に
上
り
も
約
束
さ
れ
て
い

ま
す
︒

十
月
l

日
工
カ
へ
各
地
区
担
当
の
調

査
負
が
個
別
訪
問
し
ま
す
の
で
'

正
確

に
申
告
し
て
警
'

こ
の
調
査
が
よ
少

よ
い
成
果
が
上
少
ま
す
よ
う
も
御
協
力

お
顔
い
致
し
ま
す
︒
(

企
画
調
書

表 1 福祉年金の増額 ( 5 0 年 1 0 月から)
種 別 改 正 前 改 正 後

老齢福 も上勾≡金 90,OOOP3(月額 7,500円) 144,000円(月額 12,000円)

陣 等
福祉年金

I ョ 135,600円(月額 11.300円) 216,000円(月額 18,000円)

2*8 90.000円(月額 7ー500円) 144,000円(月額 12,000円)
母子福 祉年 金
準母子鮎 金 117.600円(月額 叩 00円) 187,200円(月額 15.600円)
老脚 腰的金 66,000円(月額 5,500円) 108,000円(月額 9,000円)

表 2 拠 出年金の増故 ( 5 0年 9月か ら)
年 金 種 別 等 改 iE 前 改 正 後

212. 250円( 月額 17.687▼5円ー老
高
隻 lo柵 174, 150円(月額 14,512.珂

鶴
年
金

5 年 111. 456円(月琴 9,268 円) 135,840P3( 月額 11.320 抑
→投( 2料 金) Z78ー640円(月額 23520 339,600円( Rm 28,300 円)
( 2 .圭等 欝 338,640円(月額 28,220 円)

348,300円(月額 29,025 円)
399,600円( 月額33,300 Pj)

陣等年 金 i m. 424,500円(月額35,375 円)
339,600円 月 28,300 円)
339,600円(月醇28.300 Rt)

2 級 278,640円(月額 23,220 円)
母御 子
遺児、年金

子等 1人 278,640円(月額23̀ 220 円)
子等2人 288,24時酢 画 面 石20 円) 、349,200円(月額29.100 R )

E 司.­,一珊 'ssai vm .芹■ ・'iii riTOu u se;a mid. 、ms m atiヨmm 90,000円(月額 7,500 円) 144,000円(月額 i2.ooo ra

拠
出
年
金
は
'

消
費
者
物
価
の
変
動

に
応
じ
て
'

本
年
九
月
か
ら
表
こ
の
上

う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
︒

な
お
も
右
の
う
ち
五
年
年
金
は
'

十

月
分
か
ら
男
に
十
五
万
六
千
円
(

月
頗
1

万
二
千
円
)

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
︒

ま
た
'

保
険
科
の
約
斑
期
間
が
短
か

っ
た
方
に
は
二
ハ
十
九
歳
ま
で
拠
出
の

老
齢
年
金
を
︑
ま
た
七
十
歳
か
ら
先
は

義
緒
祉
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
に
し

て
い
た
「
有
期
鉦
壷
」
の
制
度
は
摩
止

さ
れ
て
七
十
歳
以
後
h
換
出
の
嘉
年

金
(

最
低
保
障
敬
十
四
万
四
千
E
D
を

嘉
す
る
こ
と
に
な
カ
ま
し
た
︒

さ
ら
に
保
険
料
の
額
は
'

翌
の
千

百
円
が
'

五
十
一
年
四
月
分
か
ら
千
g
I

百
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
︒

原
爆
三
十
同
年
を

迎
え
て

昭
和
二
十
年
八
月
も
広
島
'

長
崎
t

に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
早
く
も
三

十
年
の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
︒

そ
の
当
時
の
悲
惨
を
状
況
は
皆
様
も

よ
く
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
_
ら
の

嶺
確
者
の
方
の
救
済
措
定
と
し
て
'

昭

和
三
十
二
年
三
月
に
法
律
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
︒
そ
の
後
一
部
改
正
が
行
な
わ

れ
君
地
域
の
拡
大
'

疾
病
範
由
の
追

加
︑
諸
手
当
の
増
缶
等
'

次
第
に
条
件

が
よ
く
な
っ
て
ま
い
少
ま
し
た
︒

現
在
菊
池
都
市
に
若
者
の
手
続
き

帝
の
方
が
三
十
九
名
お
ら
れ
ま
す
︒

こ
の
他
に
も
ま
だ
こ
の
上
う
な
制
度

を
知
ら
ず
に
手
続
き
を
し
て
お
ら
な
い

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
︒
ま
だ
手
続
き
を
と
っ
て
お
ら

れ
な
い
方
は
︑
役
場
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
︒
詳
し
く
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
︒

237
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厳
し
い
農
菟
弔
情
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
'

「
た
ば
こ
作
」
は
毎
年
健
実
を

伸
び
堂
不
し
て
お
少
ま
す
︒

と
く
に
当
地
方
は
'

以
前
か
ら
県
内

は
も
ち
ろ
ん
も
全
国
的
に
一
b
屈
指
の
た

ば
壷
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
ま

__'一'ォーサIニこ.二_I:二二:二二二.二I_:二°_二-_一一.-l"I/JLJIW/ヽ1T一′tt'~~▼''I

たばこ作りで豊かな農家

あなたも作ってみませんか

肥後大津糞たばこ生産事務所

す
か
'

気
候
︑

土
質
等
立
地
条

件
に
も
恵
ま
れ
'

昨
年
か
ら
導
入

さ
れ
た
新
品
種

房
事
抵
抗
性
)

は
収
故
を
増
加

さ
せ
︑
店
格
補

償
金
亀
買
入
れ

と
と
も
に
安
定

作
物
と
し
て
r
e

ば
こ
作
」
が
大

き
­
評
価
さ
れ

て
お
り
ま
す
︒

た
ば
こ
作
の

也
嚢
は
っ
ぎ
の

と
お
り
で
す
︒

◎
収
益
性
Q
i

向

い
た
ば
こ
作

.
肌
ソ

生
産
さ
れ
た

棄
た
ば
こ
は
'

全
捷
公
社
が
買

旭
志
村
耕
一
回
文
化
祭

と
き
九
月
十
三
・
十
四
・
十
五
日

と
こ
ろ
旭
志
小
学
校
体
育
館

こ
の
山
鹿
は
︑
大
津
地
区
の
'

ひ
ょ

う
書
へ
風
害
を
含
め
た
も
の
で
す
︒

樺
野
(

肥
料
'

較
材
代
へ
施
設
の
伯

却
敷
)

を
引
く
と
約
⊥
バ
首
が
手
取
り

に
な
り
ま
す
︒

o
た
ば
こ
管
ソ
に
は
'

助
成
が
あ
る

初
め
て
作
る
場
合
は
'

施
設
が
必
撃

で
す
が
へ
盤
備
す
る
磐
ロ
は
︑
公
社
の

補
助
が
あ
り
ま
す
︒
五
十
二
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
'

早
目
に
ご
利

用
下
さ
い
︒

漫 施 乾 育 施
重 器 霊 穀

の稚
* & ML サ 類
共 佃 共 共 捕
同 人 同 同
利 利 刺 利

要用 用 用 用

入
れ
ま
す
︒
価
格
は
物
価
に
合
せ
て
定

め
ら
れ
よ
す
の
で
'

葦
乏
で
は
あ

り
ま
せ
ん
︒
ま
た
災
事
に
か
か
っ
て
も
も

平
均
五
〇
～
女
U
盛
の
収
入
が
確
保
さ

H
H
3

施
設
を
作
る
場
合
︑
公
社
で

は
、
設
備
聾
の
二
分
の
一
～

三
分
の
l

を
補
助
し
ま
す
︒

た
ば
こ
作
り
の
ご
相
誠
は
'

役
場
へ

患
'

専
売
公
社
︑
耕
作
組
合
へ
ま
た

は
'

皐
寄
り
た
ば
こ
総
代
さ
ん
へ
'

ご

顛
下
さ
い
︒

旭
志
村
教
暮
負
会
'

旭
志
村
文
化

圏
余
'

熊
垂
化
協
会
'

三
者
の
共

催
に
よ
勿
次
の
日
程
で
初
の
文
化
祭
が

要
田
E
H
a

o
十
三
日
'

午
後
よ
り
会
場
設
営
及
び

生
花
'

事
画
︑
手
工
芸
品
'

家
庭

文
化
財
爵
軸
︑
古
文
番
'

そ
の

他
古
く
か
ら
保
存
さ
れ
て
い
る
も

の
)
'

自
慢
の
盆
求
へ
塞
育
作
昂

な
ど
の
昼
不
(

十
五
日
ま
で
)

〇
十
四
日
へ
文
化
協
会
各
部
出
演
披
露

(
吟
詠
へ
民
謡
も
歌
謡
'

舞
鹿
︑

民
儲
)

午
例
九
時
半
よ
り
血
・
後
四
時
ま
で

0
十
五
日
へ
村
敬
老
会
行
邪
に
参
加
し

喜
会
各
部
か
ら
の
出
浪
及
び

書
面
故
劇
に
毒
ク
︑
敬
老
の
日

の
慰
安
出
し
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

◎
村
民
の
皆
様
へ
御
案
円

十
三
日
か
ら
の
展
示
会
に
多
数
御

出
品
下
さ
る
よ
う
勧
協
力
敵
い
ま
す
︒

出
品
さ
れ
る
方
は
'

九
月
十
日
ま
で

に
中
央
公
魚
へ
現
品
を
御
持
参
下

さ
い
︒
(

生
衣
︑
自
慢
の
盆
栽
は
当

日
午
後
会
場
へ
御
持
参
下
さ
い
)

十
四
日
の
綜
ム
支
化
祭
は
午
前
九

時
半
エ
h
由
会
い
た
し
ま
す
の
で
'

多
数
御
姦
い
た
だ
き
'

御
競
覧
下

さ
る
よ
う
御
幕
円
致
し
ま
す
︒

^
'
,
"
>
:
'
'
I
'

M
I
'

M
<
(
>

新
国
書
紹
介

o
献
本
蝕
本
市
荒
木
持
之
先
生

(
H
冊
)

(
図
番
8
)

ふ
る
さ
と
史
学
抄

放
訳
の
果
て
日
米
列
島
縦
断
鴫
笥

聯
本
の
文
化
遭
跡
聯
本
歴
史
散
歩

私
の
地
方
文
化
論
初
霜
の
記
相
撲

道
と
富
田
司
家
神
風
連
実
記
脈
本

礁
犯
河
上
彦
斉

旭
志
村
高
永
郷
松
・
W
氏

(
1
冊
)

(
図
番
邑
人
間
的

旭
志
村
伊
萩
井
上
搬
明
氏

(
一
二
冊
)

(
国
営
)

革
の
陰
刻
飢
餓
海

峡
春
風
ま
ほ
ろ
し
谷
貧
乏
同
心
御

用

帳

若

者

の

_

狭
間
を
走
れ
花
の

十
郎
太
風
統
太
平
記
怪
盗
伝
丹

三
郎
丁
代
松
平
長
七
郎
道
中
記
紅

百
日
題

以
上
の
i
O
C
­
t
c
'

公
蛇
鮎
へ
帯
的
い

た
だ
き
ま
し
た
︒
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
︒

o
新
里
癖
入

中
央
公
民
鍵
で
は
'

教
育
へ
医
学
へ

家
聯
'

文
学
'

歴
史
へ
各
関
係
の
図
番

を
購
入
し
ま
し
た
︒

公
民
館
の
図
番
は
自
由
に
ど
な
た
で

も
借
用
で
き
ま
す
の
で
'

い
つ
で
も
お

気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
︒

皆
様
の
図
番
の
利
用
を
'

お
待
ち
し

て
い
ま
す
︒

(
教
育
鵬
孫
)

親
を
見
り
ヤ
ぼ
く
の

人
生
知
れ
た
も
の
崩
れ
ゆ
く
日
本
を

ど
う
救
う
か
蝿
き
上
手
讃
し
上
手

被
差
別
部
落
の
伝
承
と
生
活
現
代
の

差
別
と
偏
見
差
別
へ
の
凝
視
邸
蕗

の
歴
史
と
解
放
確
論
解
放
理
論
と
そ

の
窓
銭
式
辞
挨
拶
文
曙
は
ど
う
由

く
か
女
で
あ
る
こ
と
の
十
<
串
肥

後
の
伝
説
司
会
の
手
引

(
医
学
幽
係
)

楯
尿
病
マ
ッ
サ
ー

ジ
鍵
額
法
ガ
ン
も
治
る
西
式
飽
康
体

操
絶
対
蝕
旋
入
門
高
血
圧
食
邪
棟

法
典
革
で
治
る
胃
腸
病
マ
ジ
メ
人

間
は
早
死
す
る
怠
け
者
の
健
康
法
秦

の
い
ち
ね
健
簡
法
誰
れ
も
知
ら
な
い

:
3
E
閲
歴
M
ョ

豪
邸
的
孫
)

さ
も
の
着
付
け
小
郡

典
果
実
酒
作
り
方
菜
し
み
万
白
鍵

食
調
理
と
献
立
四
季
の
硬
け
物
と
傍

存
食
(

文
学
困
邑
人
間
的
故
沢
の
果

て
河
上
彦
斉
異
轟
倭
人
伝

(
歴
史
関
係
)

等
呈
元
魚
晴
代 238
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昭和50年9月1日(51第84号

部
落
開
成
を
正
し
く
痛
辞
し
︑
人
間
が
人
間
を
差
別
し
な
い

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
の
'

村
報
を
通
じ
て
そ
の
本
質
を
理

解
さ
れ
村
民
皆
ん
な
で
解
放
と
取
少
組
み
︑
畢
工
化
運
動
を

推
進
す
る
た
め
に
今
後
遵
整
叩
し
ま
も

被
差
別
部
落
は
だ
れ
が

何
の
た
め
に
つ
く
っ
た
か

­
徳
川
幕
簿
支
配
体
制
の
本
質
1

そ
の
2
徳
川
井
藤
体
制
下
の
部
再
差

別I
ど
ん
毎
何
の
た
め
に
範
洛

差
別
は
強
め
ら
れ
た
か
︒

戦
国
時
代
に
︑
戦
乱
で
主
人
を
失
っ

た
収
入
︑
土
地
争
つ
ば
わ
れ
た
磨
民
︑

そ
の
他
商
人
へ
瓜
人
ら
'

晴
代
の
堵
牲

と
な
っ
た
人
び
と
が
︑
ま
だ
の
こ
っ
て

い
L
J

そ
れ
以
駒
の
践
民
ら
と
合
体
し
て

別
の
'

条
件
の
わ
る
い
定
め
ら
れ
た
と

こ
ろ
に
'

ま
と
ま
っ
て
住
居
さ
せ
ら
れ

ま
L
L
P
L
か
j

出
は
い
り
の
自
由

は
多
少
あ
り
ま
し
た
︒
こ
の
こ
ろ
の
賎

民
制
碇
は
︑
そ
れ
ほ
ど
動
き
の
と
れ
な

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

こ
の
賎
民
制
度
を
︑
ユ
タ
︑
非
人
制

肢
に
し
て
聞
定
化
し
︑
し
か
も
こ
れ
を

子
々
孫
々
︑
そ
こ
か
ら
ど
う
し
て
も
ぬ

け
山
叫
さ
な
い
よ
う
に
強
化
し
て
し
ま
っ

L
J

の
蝿
堕
臣
秀
吉
が
ま
ず
手
が
け
て

桶
川
欝
へ
︑
そ
し
て
︑
そ
れ
鼻
は
戸

由
朗
の
者
が
­
た
び
れ
て
き
た
元
禄

・
事
保
の
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
︒

こ
の
こ
ろ
か
轟
に
か
け
て
は
︑

と
り
わ
け
垂
肘
轟
も
'

ぜ
い
L
'

く

な
遷
し
や
参
勤
交
代
や
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
践
政
が
苦
し
く
な
り
ま
す
︒
1
方

商
人
が
頭
を
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
︒
武

士
が
商
人
か
ら
金
を
か
り
ま
す
︒
金
の

あ
る
商
人
た
ち
は
'

武
士
を
提
供
し
て

鞄
鞍
が
ゆ
る
さ
れ
た
5
L
,

武
士

の
株
を
買
っ
て
家
柄
や
身
分
を
あ
げ
る

E
2
2
E
2
u
E
2
3
3
函
E
W
Z
I
S
k

壁
肘
体
制
や
垣
台
骨
で
あ
る
身
分
制

碇
が
t

が
タ
つ
き
は
じ
め
た
の
で
あ
り

ま
す
︒
徳
用
稀
府
体
制
の
心
駿
が
蛮
病

に
と
り
つ
か
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
︒

垂
肘
も
へ
こ
の
た
で
直
し
に
'

一
生

り
ん
め
い
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
こ
で
戯

民
た
ら
に
重
い
税
金
や
年
白
を
び
し
び

し
か
け
て
ま
い
り
ま
す
︒
文
句
を
い
わ

せ
耳
圧
点
や
税
を
取
り
た
て
る
た
め

に
身
分
制
度
の
ゆ
る
ん
だ
タ
ガ
を
引
き

し
め
ま
す
︒
そ
れ
は
つ
ま
り
差
別
姦

照
り
r
c
o
M
i
C
T
i

圏
児
試
問
H
田
E
S
H

駿
的
身
分
差
別
が
か
く
の
ご
と
き
も
の

で
す
か
ら
︑
社
会
の
駿
底
辺
に
あ
る
ユ

タ
へ
非
人
に
す
べ
て
の
差
別
的
し
わ
よ

せ
t

が
か
か
り
ま
す
︒
ユ
タ
へ
非
人
を

強
く
差
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

l
U
.

捲
府
も
準
も
命
じ
ま
す
︒
こ
う
し

て
今
の
よ
う
な
登
別
部
落
'

部
落

差
別
は
︑
こ
の
こ
ろ
に
'

こ
ん
な
過
程

の
な
か
で
'

ほ
ん
と
う
に
で
き
あ
が
り

ま
す
︒

ェ
'
.

碗
多
と
い
う
字
は
'

け
が
れ
(

皐

が
お
お
(

多
)

い
と
い
う
字
で
あ
り
'

非
人
と
は
'

人
に
あ
ら
ず
と
読
め
ま
す
︒

人
間
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
︒
坊
さ
ん
が
'

つ
け
て
く
れ
た
位
坤

闇
岨の

威
名
に
'

育
男
へ
僕
男
'

革

陣
野
・
栴
陀
乳
な
ど
と
か

い
て
あ
り
ま
す
︒
倶
は
し
も
ペ
と
い
う

N
T
'

串
は
皮
と
い
う
忌
︑
栴
陀
樺
と
は

露
で
︑
古
代
イ
ン
ド
で
︑
壷
下
の

昏
謬
こ
と
で
あ
り
ま
す
︒
こ
も
駆
り

と
呼
ば
れ
て
い
た
非
人
の
ご
と
き
は
︑

武
士
た
ち
の
︑
刀
の
試
し
切
り
の
材
料

に
も
さ
れ
ま
L
L
.
.

向
と
い
う
む
ご
い

軽
ペ
つ
'

差
別
で
あ
り
ま
し
ょ
う
︒

し
か
し
こ
れ
は
へ
エ
タ
も
非
人
を
差

別
す
る
こ
と
が
枯
局
の
目
的
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
︒
前
に
.

且
血
べ
た
よ
う

に
︑
中
犬
も
地
方
も
︑
武
士
た
ち
は
'

純
然
た
る
消
費
生
活
者
で
'

し
か
も
身

分
的
な
支
配
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に

巨
額
な
出
兜
を
必
要
と
し
て
い
た
が
.

そ
の
収
入
に
つ
い
て
は
︑
塵
民
か
ら
年

員
を
た
っ
ぶ
少
取
る
よ
り
ほ
か
に
道
は

な
か
っ
た
の
で
あ
り
は
す
︒
そ
の
た
め

の
手
段
と
し
て
︑
都
濃
差
別
は
'

い
た

い
た
し
い
ま
で
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
︒

木
綿
の
さ
も
の
だ
け
に
せ
よ
ヘ
音
ぞ

め
か
渋
ぞ
め
の
無
地
の
古
物
に
せ
よ
︑

砧
を
し
め
て
は
い
け
な
い
も
壁
は
革
で

む
す
べ
'

ぞ
う
り
を
は
く
句
雨
ふ
少

で
も
車
も
下
駄
も
つ
か
う
な
へ
わ
ら
じ

か
は
だ
し
な
ら
よ
い
'

五
寸
四
角
か
皮

の
き
れ
か
・
私
を
体
誓
け
て
,

ユ

タ
︑
非
人
で
あ
る
こ
と
が
だ
れ
に
も
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
に
せ
よ
'

夜
は
出
あ
ろ

く
な
へ
や
む
を
え
ず
出
る
と
き
は
'

そ

れ
と
わ
か
る
よ
う
な
ち
ょ
う
ち
ん
を
つ

け
て
歩
け
︑
降
っ
て
も
照
っ
て
鼻
物

の
ナ
そ
を
は
し
ょ
り
︑
わ
ら
じ
を
は
い

て
︑
だ
れ
に
で
も
1
日
で
エ
タ
も
非
人

と
わ
か
る
よ
う
に
せ
A
{

食
封
は
は
ぎ

り
飯
に
せ
J
J

た
べ
も
の
は
'

木
の
芽

車
の
芽
な
ど
を
と
り
染
め
主
食
の
た
し

に
j
J

村
役
人
の
や
っ
か
い
に
な
る
i
t
'

I
蚊
の
人
と
た
ば
こ
の
火
を
つ
け
合
う

な
'
1
蚊
の
人
に
こ
と
ば
を
か
け
る
と

き
に
は
土
下
座
せ
i
{
I

娘
の
人
の
家

に
は
行
っ
て
は
い
け
な
い
︑
も
し
や
む

与
え
な
い
用
邪
で
は
い
る
と
き
に
は
t

は
き
も
の
を
ね
い
で
︑
は
だ
し
で
は
い

J
h
J

台
所
土
鳩
に
む
し
ろ
を
し
い
て
用

を
L
J

せ
'

行
き
来
す
る
人
に
無
礼
の
な

い
よ
う
道
の
は
し
の
方
に
か
た
よ
っ
て

歩
け
へ
部
落
を
出
て
奉
公
や
結
輸
す
る

こ
と
は
ま
か
り
な
ら
<
そ
れ
が
わ
か

れ
ば
家
族
ま
で
的
ナ
K
>
'

奴
の
人
と

い
っ
し
ょ
に
食
事
し
て
は
い
け
な
い
J

蝕
家
な
ど
で
飽
い
て
ほ
う
ぴ
を
も
ら
う

化
も
い
っ
た
ん
地
面
に
ナ
て
た
も
の
を

ひ
ろ
・
{

お
寺
鼻
ポ
に
せ
キ
ナ
も

う
や
芝
居
を
見
て
は
い
け
な
い
­
­
︒

こ
ん
な
細
か
な
ば
か
げ
た
命
令
ま
で
捲

^
1
那
嬰
児
r
a
w
s

安
政
六
年
'

江
戸
の
央
崎
稲
荷
の
ま

つ
り
の
d
践
草
に
住
ん
で
い
た
エ
タ

の
一
人
が
お
参
り
に
き
て
'

鳥
居
を
く

ぐ
.
n
ま
し
た
︒
そ
れ
を
見
つ
け
た
土
地

の
も
の
が
'

「
ユ
タ
が
か
参
り
に
米
L
P

け
が
れ
る
」
と
さ
わ
ざ
た
て
た
の
で
︑

そ
の
エ
タ
の
人
は
胸
を
は
っ
て
「
お
れ

だ
っ
て
同
じ
人
喝
だ
︒
神
さ
ま
か
ら
み

れ
ば
だ
れ
も
同
じ
だ
」
と
い
い
か
え
し

鼓
し
た
ら
︑
土
地
の
者
た
ち
は
︑
「
ら

く
し
ょ
う
だ
︒
殺
し
て
し
事
t
e
」
と
み

ん
な
が
槌
ま
っ
て
'

そ
の
人
を
放
し
て

し
ま
っ
L
J

の
で
あ
り
ま
す
︒

こ
れ
を
知
っ
た
部
落
の
人
び
と
は
'

胞
ぎ
し
り
し
て
敵
っ
た
が
'

ど
う
し
よ

う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ち
そ
こ
で
エ

タ
蕗
の
弾
左
工
門
は
'

町
奉
行
所
と
い

う
役
所
へ
︑
下
手
人
露
人
者
)

を
人

殺
し
の
罪
で
ば
っ
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
聯
い
ま
し
た
.

と
こ
ろ
が
奉
行
所
は
'

「
お
よ
そ
へ
ユ
タ
の
身
分
は
平
民
の
七

分
の
一
に
相
当
す
る
︒
エ
タ
七
人
を
殺

し
た
の
で
な
け
れ
ば
'

町
人
一
人
の
下

手
人
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い

・
つ
淘
決
を
下
し
ま
し
た
.

そ
れ
は
あ
ま

り
に
も
ひ
ど
い
と
弾
左
工
門
が
抗
議
し

239
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ましたk&「l人の下手人がほし

ければあと六人殺されてこい」と

いいまLLJ.

このようにひどい差別裁判を時

の鼓判所である奉行所が堂々
とお

こなったのであ少ます︒政治支配

権力がいかに差別の強化をはかっ

た&.それは向のためであったかへ

1髭といわざる夏書ん︒

私たちの祖先は'できるだけ公

然と差別しなければならなかった

Ltできるだけ公然と差別されな

ければなりませんでした︒

差別したり︑されたりする制度

のことを身分制皮といいますが︑

■ヽ
モ

差別される方の晦にユタ'非人が

おりました︒

このユタへ非人を差御すること

によってへ身分制皮が維持でき︑

それによって幕府轟も自分たち

の支配体制が維持で<*,'それによ

って年貢が十分にとれ︑かつ武士

たちの消費生活も体面も保てたの

であります︒(統)

くらだけ友の会

ソフトボール大会

­子供大会伊萩チーム優勝­

子供ソ7­ボール

大会第九回くらだけ友の会子供ソフ

­ポール大会が︑七月三十日午前

九時より︑実グラウンドで行わ

i..主「　　　
ー".

一
種
膏
∬
1
鳳

れ
ま
し
た
︒
当
日
は
'

台
風
二
号
の
接

近
に
よ
り
'

風
が
少
し
強
く
へ
雇
条
件

を
克
服
し
て
好
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
︒
成
続
は
次
の
と
お
り
1

一
位
伊
萩
チ
ー
ム

二
位
岩
本
チ
ー
ム

三
位
目
上
チ
ー
ム

努
力
賞
尾
足

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

宕
本
チ
ー
ム
康
勝

去
る
八
月
t

日
年
駒
九
時
よ
り
も
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
'

十
四
チ
ー
ム
が
参

加
し
て
親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
︒

型
式
式
に
は
'

昨
憲
虜
し
た
川

上
チ
ー
ム
の
右
田
事
君
が
選
手
を
代
表

し
て
「
正
々
堂
々
と
戦
い
ま
す
.
)

と
宜

暫
し
へ
各
チ
ー
ム
<
J

・
C
P
・
O
コ
ー
ト

垂
ロ
が
開
始
さ
れ
ま
L
L
J
.

当
日
は
'

三
十
度
を
越
す
炎
天
下
に

白
魚
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
結
果
'

成
税
は
次
の
と
お
り
で
す
︒

1
位
台
本
チ
ー
ム

二
位
川
上
≠
­
ム

三
位
伊
萩
チ
ー
ム

努
力
賞
片
川
瀬
チ
ー
ム

税
務
署
だ
よ
り

災
害
と
年
金

毎
年
'

夏
か
ら
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
な

る
く
台
風
や
大
雨
に
よ
る
被
害
が
各

地
で
起
っ
て
い
ま
す
︒
末
幸
に
も
こ
れ

ら
の
災
害
に
あ
っ
て
︑
住
宅
や
家
財
に

脱
事
を
受
け
た
翌
日
に
は
︑
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
方
も
税
務
署
に
轟
を
と
る
と
'

被
害
の
程
度
に
応
じ
て
源
泉
所
得
税
の

徴
窺
予
や
還
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
勺
詳
し
く
は
'

お
近
く
の

税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

お
年
寄
り
と
税
金

国
で
は
︑
老
人
福
祉
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
が
︑
醜
金
で
も
お
寄
り
の
た

め
に
い
ろ
ん
な
特
典
を
設
け
て
優
遇
し

て
い
ま
す
.

「
老
年
者
控
除
」
や
'

咋

金
な
ど
で
生
活
し
て
い
る
方
の
た
め
の

「
老
年
者
年
金
特
別
控
除
」
が
そ
れ
竃

こ
れ
ら
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
の
は

六
十
五
歳
以
上
で
所
得
が
一
千
万
円
以

下
の
方
で
も
ま
た
.

七
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
は
'

「
孝
人
達
除
」
が
あ
り
ま
す
︒
詳

し
い
こ
と
は
'

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ

皇
ノ

'
y
>
/
'
J

す
す
ん
で

胃
の
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

九
月
十
七
・
十
八
・
十
九
日
・
三
日
間

が
ん
は
が
ん
細
胞
と
い
っ
て
︑
正
常

な
細
胞
が
何
か
の
原
因
で
狂
っ
て
し
ま

っ
て
'

ど
ん
ど
ん
ふ
え
て
周
囲
に
ひ
ろ

が
っ
L
'

り
'

よ
そ
の
場
所
に
と
び
火
し

た
り
す
る
た
め
正
常
な
は
た
ら
畠
が
妨

げ
ら
れ
'

遂
に
死
に
至
る
病
気
で
す
︒

が
ん
は
ど
こ
に
で
も
で
き
ま
す
が
︑

特
に
日
歳
入
に
多
い
の
は
胃
が
ん
︑
子

宮
が
ん
で
す
︒

S
E
限
呂
周
囲
¥
s
m
的
^
g
g
a

く
も
な
く
︑
い
っ
︑
ど
う
し
て
で
き
る

か
も
は
っ
・
n
i
l

り
わ
か
ら
な
い
の
で
'

早

期
発
見
︑
早
期
拾
横
が
'

が
ん
か
ら
生

飴
を
守
る
噂
艮
の
孟
_と
さ
れ
て
い
ま

す
︒
村
で
は
'

九
月
十
七
・
十
八
・
十
九

の
三
日
喝
対
が
ん
協
会
の
検
診
串
に

よ
る
健
診
を
行
い
ま
す
︒

検
診
料
金
は
九
〇
〇
円
で
す
が
︑
村

去
り
補
助
し
ま
す
の
で
五
〇
〇
円
で
馬

肉
検
診
の
対
象
者
は
'

放
射
線
障
害
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I
l
l
l

▼
l

こ
と
ば
の
使
用
に
つ
い
て
l
l
l

▼

保
雄
司

E
f
^
1
­

目
盛
に
際
し
傑
荘
司
の
立
場
か
ら
今

回
は
こ
と
ば
の
使
用
に
つ
い
て
提
唱
致

し
ま
す
︒
こ
と
ば
の
使
用
い
わ
ゆ
る
物

の
云
い
方
一
つ
が
如
何
に
社
会
を
明
る

­
j
f

世
の
中
か
ら
犯
罪
を
未
然
に
防

止
す
る
か
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
か
と
云
う
こ
と
で
あ
り
ま
七

毎
年
行
わ
れ
.

る
法
務
省
主
催
の
杜
明

運
輸
も
文
明
社
会
の
発
達
と
は
う
ら
は

ら
に
事
故
犯
罪
の
増
発
に
対
処
し
大
衆

の
良
心
に
許
へ
'

そ
れ
の
阻
止
運
動
を

展
開
す
る
の
が
目
的
で
あ
り
ま
す
'

何
事
も
な
き
か
の
如
き
旭
志
村
に
も

や
や
­
す
る
と
警
察
や
裁
判
所
の
御
厄

介
に
な
っ
て
い
る
幽
癖
な
出
来
事
が
︑

時
々
見
受
け
ら
れ
る
様
で
す
︒

特
に
青
少
年
の
交
通
事
故
や
違
反
等

も
そ
の
1
つ
で
あ
り
ま
七
小
は
大
を

招
く
お
そ
れ
あ
り
と
申
さ
れ
ま
ま
親

た
ち
の
無
舶
心
や
子
供
達
へ
の
思
い
や

り
I

こ
も
そ
の
鳶
仕
の
重
大
き
を
つ
く
づ

く
痛
感
致
し
ま
す
.

些
細
壷
軍
と
し
て
簡
単
に
片
付

け
て
し
手
っ
甲
な
く
事
故
犯
罪
の
発
生

を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
心
か
ら
の
御
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
︒

よ
く
新
鯛
や
テ
レ
ビ
に
「
青
少
年
に

愛
の
1
R
か
け
ま
し
ょ
う
」
と
云
う
の

が
3
叫
で
菅
ま
す
︒
今
日
は
社
明
運
動

の
一
端
と
し
て
日
常
の
こ
と
ば
の
使
い

方
に
つ
い
て
魔
甲
に
申
上
げ
そ
の
効
果

の
大
な
る
を
吟
味
し
て
い
た
だ
き
慶
い

と
存
じ
ま
す
︒
箇
す
る
こ
と
ば
に
は
ほ

ん
と
う
の
こ
と
ば
と
嘘
の
こ
と
ば
が
あ

り
ま
ナ
︒
使
い
方
に
依
っ
て
は
何
れ
も

増
兵
の
縫
製
を
も
た
ら
し
役
立
つ
こ

と
ば
と
も
な
り
も
又
罪
感
に
つ
な
が
る

こ
と
ば
と
も
な
り
ま
す
︒
そ
の
人
の
理

性
に
よ
っ
て
使
う
こ
と
ば
の
結
果
的
効

力
を
充
分
判
断
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
様
で
す
︒
基
本
的
こ
と
ば
の
意
味

は
飽
く
ま
で
人
に
嘘
至
芸
わ
ぬ
こ
と
で

あ
り
.

他
人
の
革
の
だ
め
に
尊
ぶ
こ
と

ば
を
か
け
合
う
に
あ
り
ま
す
9

お
早
様
ご
ざ
い
ま
す
〃
今
日
は
〃
‥
今

晩
は
〃
い
か
が
で
す
か
〃
・
.

そ
の
〓
呂
に

人
生
々
清
の
一
日
1
日
~
が
明
け
暮
れ
る
。

家
族
で
あ
ろ
う
と
'

他
人
で
あ
ろ
う
と
'

耳
友
だ
ち
.

で
あ
ろ
う
と
日
畢
父
す

こ
と
ば
の
腰
帯
的
効
力
を
善
の
だ
め

云
い
か
え
れ
ば
︑
明
る
い
幸
は
自
分
達

の
た
め
に
大
い
に
活
用
致
し
ま
し
ょ
­
r
t
>

D
(

か
け
ら
れ
た
こ
と
ば
を
受
け
止

め
る
方
に
・
o
同
じ
結
果
が
生
じ
て
参
り

ま
七
邪
推
や
摘
擬
の
心
を
捨
て
て
索

直
な
気
持
で
受
け
止
め
る
こ
と
が
一
番

大
切
な
串
だ
と
思
い
ま
す
︒
以
上
簡
串

間
三
鷹
r
a
m

t
J
1
4
日
児
S
B
­
X
3
5
E
H
5

一
つ
一
つ
が
い
か
に
大
事
か
︑
社
会
を

明
る
く
推
進
す
る
た
め
に
ど
れ
_だ
け
大

ゝ
t
p
J

役
立
つ
か
'

盤
な
人
生
経
験
を
も

っ
て
良
識
の
輸
の
中
に
事
故
犯
罪
を
消

滅
し
其
の
心
を
養
っ
て
行
く
槌
御
指
導

勧
協
力
を
お
求
め
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
︒
盛
後
に
社
会
を
明
る
く
す
る
最
大

の
目
的
は
︑
明
日
を
に
な
う
青
少
年
の

換
金
な
る
育
生
に
あ
る
こ
と
を
︑
も
う

f
良
潔
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

あ
り
ま
す
︒

警
察
官
募
集

菊
池
警
察
署

響
察
官
を
罷
し
て
い
ま
す
︒

昭
和
五
十
年
度
要
用
産
は
'

感
本
県
肇
の
ほ
か
埼
玉
︑
手
頃
驚
現

任
.

神
奈
川
へ
静
岡
へ
馬
一
喝

大
阪
︑
兵
嘩
奈
耳
福
岡
の
各
都
府

県
の
警
察
官
を
志
望
す
る
人
が
︑
同
時

に
_受
験
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

あ
な
た
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
鷺
を
県

民
の
幸
福
と
生
活
を
守
る
生
き
が
い
の

あ
る
仕
事
に
役
立
て
る
よ
・
f
/
ふ
る
っ

て
応
辞
し
て
く
だ
ち
い
︒

こ
の
採
用
試
験
の
実
施
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
︒

︒
受
験
資
格

昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
三
年
四
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子

巡
査
A

巡
査
B

︒
受
付
期
間

八
月
一

大
学
憲
者
(

五
十
1
年

三
月
卒
菜
見
込
者
を
含
む
)

高
等
学
校
卒
薬
理
皮
の
学

力
を
有
す
る
者

日
か
ら
九
月
二
十
六
日
ま

で
の
聞

︒
試
験
日

十
月
二
十
六
日
(

日
曜
日
)

︒
試
験
地

熊
本
市
へ
玉
名
両
八
代
市
も
本

渡
市

︒
問
合
せ
先

菊
池
瞥
察
署

電
話
奉
他
局
)

五
ー
三
〇
五

熊
本
県
人
事
委
民
会

電
話
(

鴨
本
六
六
I

二
二

内
線
二
六
九
三

鵬
本
県
筆
写
本
部
響
務
課

g
i
&
t
E
C
E
B
盤
⇒
L

内
線
二
二
七

防
止
の
見
地
等
か
ら
左
記
の
者
は
原
則

と
し
て
対
象
と
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て

お
.

り
ま
す
︒

一
、
現
に
医
師
の
哲
が
_
こ
よ
-
治
療

を
受
け
て
い
る
者

二
へ
妊
娠
中
の
者
へ
若
し
く
は
そ
の

疑
い
の
あ
る
者

三
へ
四
〇
才
以
下
の
者

四
へ
七
五
才
以
上
の
者

自
分
か
ら
す
す
ん
で
検
参
を
う
け
て

が
ん
よ
り
身
を
守
り
ま
し
ょ
気

老
人
検
珍
及
び
醇
環
辞
検
珍
を

受
け
ま
し
ょ
う

国
民
の
死
因
の
六
割
を
占
め
る
成
人

病
_
こ
対
す
る
対
繁
の
一
環
と
し
て
、
成

人
に
多
い
循
環
浄
疾
患
を
主
と
し
た
検

診
が
行
わ
れ
ま
す
︒

本
年
は
'

初
水
の
飡
生
園
で
︑
九
月

二
十
三
日
よ
り
'

十
月
八
日
ま
で
の
間

で
す
︒

該
当
者

循
環
器
検
診
は
'

構
四
〇
才
よ
り
滴

六
四
才
ま
で
の
人

考
人
検
参
は
'

滴
六
五
才
以
上
で
も

高
血
圧
'

尉
卒
中
︑
心
轍
病
の
早
期

幾
見
に
つ
と
め
て
'

健
康
な
生
活
を
送

り
ま
し
よ
う
︒
幾
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養生園説法

公立菊池養生閑々
長

◎
出　
生

竹こ
の
益
生
園
d
開
聞
し
て
約
二
カ

月
た
ち
ま
し
た
が
'

威
喝
健
診
や
住
民

触
診
で
毎
日
追
わ
れ
て
い
ま
号

マ
イ
ク
ロ
バ
.

ス
が
各
町
内
や
職
域
を

廽
っ
て
︑
皆
さ
ん
を
遊
ん
で
い
ま
す
︒

一
日
三
～
四
喝
多
い
時
は
一
〇
〇
人

近
く
に
な
り
ま
七
_
職
員
は
t

七
名
で

す
が
︑
将
一
杯
雇
っ
て
い
ま
+
.

来
ら
れ
る
方
々
は
ほ
と
ん
ど
が
初
め

て
の
方
ば
か
り
で
「
こ
ぎ
ゃ
ん
畑
の
中

に
こ
ぎ
ゃ
ん
江
醇
(

〈
ユ
箆
の
あ

っ
と
は
知
ら
ん
だ
っ
た
.

病
院
と
い
う

よ
り
お
寺
か
学
枚
の
亡
だ
っ
で
す
な
〃
・
.
i

こ
ん
な
話
も
き
か
れ
ま
十
㌔

こ
こ
は
病
院
じ
ゃ
な
か
で
す
も
ん

皆
さ
ん
が
.

養
生
の
勉
強
ば
し
な
は
っ

と
で
す
た
い
︒
な
ん
で
ん
見
た
り
︑
き

い
1
1
^
'
a
め
し
た
り
し
て
輔
ん
な
は

り
ま
っ
せ
︒
」

し
か
3
時
に
は
マ
イ
ク
B
バ
ス
に

五
人
し
か
乗
っ
て
来
ら
れ
な
い
時
も
あ

り
ま
す
︒
「
や
っ
ぱ
り
い
の
ち
よ
り
金

が
欲
し
か
っ
だ
ろ
う
な
︒
雨
の
降
る
J

う
る
い
よ
こ
い
︒
天
気
に
な
る
と
︑
が

ま
だ
さ
に
ゃ
と
い
う
て
︑
朝
か
ら
晩
ま

p
r

年
か
ら
年
中
働
き
っ
ぱ
な
し
︒
人

間
は
つ
く
こ
け
ら
か
少
慌
つ
っ
と
で
す

も
ん
な
︒
」
「
あ
ん
ま
り
い
そ
が
し
か

熊
宣
孝

と
き
ゃ
︑
時
に
は
な
か
つ
も
よ
か
で
す

z
m
こ
ん
な
会
茜
も
き
か
れ
ま
七
「
し

か
し
皆
さ
ん
の
養
生
園
で
す
り
ん
便
わ

ん
と
そ
ん
で
す
も
」

し
か
し
来
ら
れ
た
方
か
ら
「
来
て
よ

か
っ
た
︒
父
ち
0
・
ん
も
つ
れ
ち
く
り
O
・

よ
か
っ
た
︒
」
「
食
べ
も
ん
の
勉
強
に

は
い
つ
く
っ
と
よ
か
で
す
か
︒
」

「
来
年
も
ま
た
来
ま
す
ば
い
」
「
は

義
気
の
見
つ
か
っ
て
よ
か
っ
た
︒
や

っ
ぱ
少
自
分
か
ら
や
ら
に
ゃ
1
は
ん
な

こ
つ
に
ゃ
I

な
お
ら
ん
で
す
も
ん
な
」

「
甘
か
つ
屯
や
っ
ぱ
り
い
か
ん
で
す

か
︒
感
か
て
ち
ゃ
恩
い
よ
っ
た
で
す
た

い
︒
い
の
ち
に
ゃ
か
え
ら
れ
ん
け
ん
も

う
止
め
ま
す
た
い
︒
」

こ
い
言
わ
れ
る
方
々
の
肩
を
た
た
い

て
送
り
出
す
時
が
一
番
幸
せ
な
日
で
す
︒

フ
モ
l

「
食
奉
生
の
会
し
'

毎
週

右
曜
日
午
嗣
十
喝
会
兜
(

試
食
代
甚

五
百
円
糖
尿
病
や
肥
満
症
の
方
は
朝

食
ぬ
き
で
来
ら
れ
る
︑
糖
負
荷
試
験
が

で
き
ま
す
︒
前
日
ま
で
予
珂
電
話

個
水
(

〇
九
六
八
三
)

入
局
二
八
二

〇
番

国旨摘記ffl7*
ffBa&

葦聖堂毒雷名
父
の
名

直

佐
藤
ゆ
か
り

語窯要欝竺意志

告
未
正

田
崎
高京菜

子和弘樹

法政,弘弟
昭別人輝

◎死亡
氏名世静主

格本バツ中村鹿蔵

三池ツ子

青木ミチエ

高宗トク

南
桜

岩は悪臨普　　紺描E銅Ttt蓋購買
社
4
意
柾
の
た
め
の
資
金
と
し
て
活
用

し
て
お
り
ま
す
︒

こ
こ
に
ご
報
告
と
併
せ
て
輝
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
︒

喝
今
回
か
ら
は
︑
前
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
り
へ
金
恋
の
掲
職
は

い
た
し
ま
せ
ん
の
で
卸
了
承
下
さ
い
︒

香
典
返
し
竃

中
村
鹿
蔵

三
池
忠
堆

蒔
宗
久
人

青
木
茂

川豪商高

上越水柳】

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す

八
月
九
月
は
台
風
の
ン
ー
ズ
ン
︒

台
風
情
報
に
注
意
し
て
輯
W
ハ
準
備
は

早
目
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
︒

九
州
喝
力
か
ム
と
く
に
つ
ぎ
の
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
︒

(
台
風
酌
)

・
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
︑
宥
喝
棲
突
な

ど
は
風
で
執
れ
な
い
よ
う
し
っ
か
り

取
り
つ
け
鼓
し
ょ
サ
0
­
倒
れ
て
喝
線

を
切
る
と
大
へ
ん
危
険
で
も

・
樹
木
や
雨
ど
い
︑
看
板
の
嘉
な
ど

が
喝
線
に
ふ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
と
こ

ろ
は
な
い
で
し
ょ
う
&
.

こ
れ
も
風

で
電
線
を
切
る
こ
と
が
あ
り
危
険
で

す
︒
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
最
寄
り
の
九
州
瑠
力
営
業
所
へ

御
連
絡
下
さ
い
︒

(
台
風
普

切
れ
た
喝
線
や
低
く
た
れ
さ
が
っ
て

い
る
電
線
に
は
絶
対
に
さ
わ
ら
な
い

で
'

す
ぐ
最
寄
り
の
九
州
唯
力
営
菜

所
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
︒
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二
重
売
買
と

)
L
j

寄
付
あ
り
が
と
う

村
社
会
福
祉
協
碧
玉

本
村
社
会
福
亀
会
の
童
資
金

と
し
て
︑
次
の
か
た
が
た
か
ら
︑
ゐ
た

た
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

社
会
福
祉
亀
会
で
は
︑
み
な
さ
ん

か
ら
お
預
少
し
ま
し
た
こ
の
墓
な
お

金
を
︑
恵
ま
れ
な
い
人
に
貸
付
け
た
り

登
記

「
間
」
甲
が
乙
­
こ
土
地
皇
雪
た
が
へ

丙
は
そ
の
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
も
乙

よ
り
も
偽
値
で
印
か
ら
同
じ
土
地
を
買

い
へ
す
ぐ
に
自
分
腐
り
名
儀
で
所
有

権
移
転
費
記
を
し
て
し
ま
っ
た
.

乙
は
そ
の
土
地
を
丙
か
ら
取
り
戻
せ

る
か
︒

「
答
」
取
り
戻
せ
な
い
︒

本
釆
な
ら
乙
の
貿
取
り
の
方
が
早
い

の
だ
か
d
繊
論
は
適
に
な
り
そ
う
で

す
サ
ー
1
7
法
の
一
七
七
条
は
「
不
動
産
に

一
J

ヽ
分
.
V
t

つ　
い
て

喝する物権の得東及び変更は'意

記法の定むるところに従い︑其登

記を為すに非ざれば之を以って第

三者に整仇することを得ず」と規

定しています︒

つまり'石喝産の権利取得は伺

より皐その登記がないと第

三者肩)に主張できないことに

なっています︒乙には登記がない

のだから印からの取得をtglに主張

でJrbません︒


